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法の成立を聞き、喜びと次のステップをめざす雄叫びをあげる(７月 31日:国会前) 
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NPO釜ヶ崎 
  557-0004 1-5-4 

06(6630)6060   E-mail: npokama@npokama.org   http://www.npokama.org 

 

 

 

 

「ホームレスの自立の支援等に関する特別措置法」 

第154回国会で成立!! 

mailto:npokama@npokama.org


 12  2002 31  

 2 

 

 

10

5

 

 

 

5

2

 

 

 

 

  

 

ホームレスの自立の支援等に 

関する特別措置法 
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シンポジウム＆ライブ 「Soul in 釜ケ崎」～魂の痛みを聞く～ 

８月25日（日）12:30～17:20 

阿倍野区立区民センター（地下鉄谷町線阿倍野駅⑥出口西へ１分） 

参加費（支援金）大人2,000円、大学生以下1,000円 

   〈〈第第１１部部〉〉シシンンポポジジウウムム  

①パネル討議 

・発題「釜ヶ崎の現場から」 

発題者 本田哲郎氏（フランシスコ会カトリック神父） 

・発題「宗教による救済の現場から」 

発題者 池田士郎氏（天理大学教授） 

②基調講演「魂の痛みを聞く」 

鎌田東二氏（武蔵丘短期大学助教授,神道ソングライター） 

〈〈第第２２部部〉〉チチャャリリテティィーーラライイブブ  演演奏奏  独独楽楽
こ ま

  

主催:「Soul in 釜ヶ崎」実行委員会 

後援:同和問題にとりくむ大阪宗教者連絡会議,世界宗教者平和会議日本委員会青年部会, 

金光教平和活動センター,大阪宗教連盟,釜ヶ崎支援機構,釜ヶ崎のまち再生フォーラム 
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ホームレスの自立の支援等に関する 

特別措置法の運用に関する件 
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大阪府･大阪市への要望 

 

野営テント設営風景 

2002年６月 野営闘争（大阪城公園:大阪府庁前） 
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～野営に参加していた 

労働者の声より～ 
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炊き出し風景 
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特掃にくる 65歳以上の輪番労働者 

◎特掃の65歳以上輪番登録者アンケート結果
人数 割合(％)

●特掃カードを返却 72人 25.3％
・ 生活保護受給による 61 21.4
・ 施設に入所している 7 2.5
・ 年金・貯金等で生活できる 4 1.4

●「生活保護を受けたい」 21人 7.4％
・ 生活保護を受けたいと思っている 14 4.9
・ 生活保護を申請中である 7 2.5

●「生活保護を受けずもう少し頑張る」 101人 35.4 ％
・ 生活保護受けたくない、もう少しがんばる 85 29.8
・ 考えておく 16 5.6

●「今の状態で何とかなっている」 54人 18.9％
・ 年金と合わせて何とかなっている 24 8.4
・ 他の仕事もある 12 4.2
・ 家族と同居している、身内の援助がある 10 3.5
・ 貯金がある 5 1.8
・ 友人と一緒に暮らしている 3 1.1

●「生活保護を受給できない事情がある」 16人 5.6％
・ 借金がある 7 2.5
・ 生活保護打ち切りになった 6 2.1
・ 資産があり難しいと言われた 2 0.7
・ 家族に反対されている 1 0.4

●その他 21人 7.4％
合計 285人 100.0％
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釜ヶ崎支援機構 第３回総会 報告（５月 27日開催） 

仮設一時避難所定例 ソフトボール大会 ―長居 vs西成－ 

長居仮設一時避難所と西成仮設一時避難所では、合同で毎月１回ソフトボール

大会を行っており、入所者と釜ヶ崎支援機構のスタッフが一緒になって、「長居チ

ーム」と「西成チーム」を作って試合を行っています。このレクリエーションを

通して、入所者やスタッフが交流を図りつつ、互いの施設の入所者とも親睦を深

めています。また、この日のために各人が自分のペースで練習を積んでおり、体

を動かすきっかけにもなっています。 

７月23日に３試合行った結果、（長 

居対西成）第１試合２対５、第２試合７ 

対11、第３試合10対６で、３試合中 

２試合、西成仮設一時避難所が勝ちまし 

た。 
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回答① 

 

質問② 

 

回答② 

 

○2002年度事業計画 

11

 

質問③ 

80

 支援団体紹介 －夜廻りの会廿日市－ 

「夜廻りの会廿日市」は、広島市内の野宿生活者の支援団体で、毎週土曜日の

夜、野宿生活者に手作り弁当や薬、日用品、衣料品等を配布されています。 

代表の米田和子さんによると、「毎週平均

2.5人の人が福祉（生活保護）を受けて、あ

りがとう、世話になったね、と別れていきま

す。昨年は 63 人、今年に入って 34 人が

福祉を受け、一時は300人分必要だった弁

当の数もすっかり減りました（写真）。」との

こと。広島では福祉の年齢制限がなく、また、

２軒の不動産屋の社長さんが住居の保証人

になってくれているそうです。 

行政に対して、駅前再開発地を一大福祉ゾーンにして、そこで仕事を創出して

欲しい、との要望を出されているとのことです。やはり福祉だけでは不十分で、

仕事が必要であるという現状は、どこでも同じようです。 

今日も雨の中、夜廻りに行って来ます。 

多くの人の愛を、届けてまいります。 



 12  2002 31  

 12 

2002年度第２回会員の集い 

８月18日(日)午後２時より 

事務所2階で行います。 

ぜひご参加ください。 

 

回答③ 

80

 

質問④ 

 

回答④ 

 

○人事案件 

2002

30

 

○評議委員会 

 

特定非営利活動法人 釜ヶ崎支援機構 会報 12号 2002年７月 31日 

〒557-0004 大阪市西成区萩之茶屋 1‐5‐4 

   電話 06(6630)6060 FAX06(6630)9777 

会費・寄付の振込口座:郵便振替:00900-1-147702 釜ヶ崎支援機構 

福祉部門への振込口座:UFJ銀行萩之茶屋支店（普）1114951 釜ヶ崎支援機構 


